
無代かき栽培を推進しています

秋田県では八郎湖の水質を改善するために

代かきの役割と無代かき栽培での対応策

　八郎湖では、代かき後から移植時に出される排水が大き
な汚濁負荷となっていました。そこで、農家の皆さんの協
力により排水を減らす浅水代かきや田植前の落水を少なく
する落水管理は全域で広がり、水田からの負荷の２割程度
が削減されたと考えられます。
　しかし、いまだ代かき濁水の排水の影響は大きいため、
さらなる負荷削減にむけて、代かき後の排水をなくすこと
ができる無代かき栽培を推進しています。

漏水防止

除　　草

均　　平

砕　　土

苗が定着しや
すい土にする

・畦塗りを定期的に行うなど、畦畔をしっかり作って漏水を
防ぐ

　注）代かき栽培時の日減水深が2㎝以上のほ場では、無代かきは行わない

・耕起前の土壌処理剤散布
・ほ場の雑草の種類に合わせた除草剤の選択
・漏水の防止
　注） 雑草の多いほ場では、無代かきは適さない

・代かき移植時に田面の露出があるほ場では、レベラーで均
平を行う

・もともと均平がとれているほ場であれば、3年前後は均平
の必要なし

・ほ場が乾いたらハローで砕土
・代かき用ハローでも可

・深植えにする
・田植当日は水を入れない

無代かき栽培の対処内容代かきの役割
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代かきのデメリット

無代かき栽培の作業体系とポイント

　・春作業に大量の水が必要
　・毎年 1t/ha 程度の作土が排水路へ流出している可能性
　・代かきをしすぎると稲の根張りが悪化
　・排水の悪いほ場で代かきを行うと、中干しの乾燥が不十分になる傾向

結果、稲の根張りが悪くなると同時に、機械作業がしづらくなる

○　前年秋に排水対策を行う。
　　・暗渠を設置
　　・積雪前にデッチャで田面に浅い　
　　　排水路を入れる

○　土壌処理剤を耕起1週間～10日前
　　に散布する。

○　土を起こして乾燥させるために行う。
○　細かくしすぎないように注意する。

○　表土10㎝ 程度を細かくする。
○　大潟村の場合、粉々にならなくても
　　入水までに土が乾けばよい。
○　均平は必要なほ場で行う。

○　田植前はほ場の水面が2割みえる程
　　度の水深とする。深すぎると浮き苗
　　の原因となる。
○　ゆっくりと入れれば、浮きワラ防止
　　になる。

○　田植機を深植えの設定にする。
○　フロートの押さえは強めに設定する。
○ 無代かきは透水性が高いため、深植
　　えでも問題ない。

○ 浮き苗防止のため、田植後、丸一日
　　以上は水を入れない。
○　灌水も2～3日かけてゆっくりと。

秋田県生活環境部環境管理課八郎湖環境対策室　018－860－1631
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